
項 ⽬ 内 容
名称 エゾウコギ、シゴカ、シベリアニンジン [英]Eleuthero、 Siberian ginseng [学

名]Eleutherococcus senticosus Maxim.、Acanthopanax senticosus
(Rupr.et.Maxim. ＝Eleutherococcus senticosus)

概要 エゾウコギは、北海道、サハリン、千島、朝鮮半島、中国北部、シベリアに分布
し、薬⽤⼈参 (朝鮮⼈参・⾼麗⼈参) と同種のウコギ科に属する植物である。薬⽤部
分は根⽪で、漢⽅の刺五加として2000年以上前から使⽤されている。エゾウコギの
中国語名は「刺五加」である。ただし、中薬として⽤いる場合は「五加⽪」と称
し、北五加⽪、南五加⽪と刺五加⽪の3種がある。

法規・制度 ■⾷薬区分
・幹⽪、根、根⽪、葉、花、果実︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品
と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅
・シゴカが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・根⽪にタンニン、ビタミンAなどを含む。根にはサポニンのeleutherosideA、ク
マリン配糖体としてのeleutherosideB (syringin) 、リグナン
(eleutherosideE=syringaresinol,sesaminなど) を含む。他にフェニルプロパノイ
ド類 (caffeic acid, coniferyl aldehydeなど) , eleutheroside G, β-sitosterol,
dihydroxy benzoic acid。
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有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当らない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当らない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当らない。

脳・神経・
感覚器

免疫・がん・
炎症

⾻・筋⾁ RCT
・⾻減少症または⾻粗鬆症の閉経後⼥性81名 (試験群41名、65歳以上、韓国) を対
象とした無作為化⽐較試験において、カルシウム (500 mg/⽇) 単独またはエゾウ
コギ抽出物 (3 g/⽇) と6ヶ⽉間併⽤摂取させたところ、併⽤摂取した場合でのみ⾎
清オステオカルシン濃度が上昇し、⾻塩量に影響は認められなかった
(PMID:19452124) 。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当らない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当らない。

調べた⽂献の中に⾒当らない。

調べた⽂献の中に⾒当らない。

調べた⽂献の中に⾒当らない。
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